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	PTXTNEEDS: 現在の先の見えない経済状況から、雇用についての需要は依然と高く、また、有効求人倍率の動きも安定せず、その満足度についても景気への不安感から低迷している状況である。

	PTXTJYOUKYOU: 社会経済情勢により企業の福利厚生事業は縮小せざるを得ない状況であり、また、仕事と生活の間の問題から将来に対する不安や生活の豊かさを勤労者が実感できない状況である。
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	PTXTTAIOUSAKU: ワークライフバランスは育児のみならず、勤労者に負担を与える介護についても仕事とプライベートのバランスを保つことを提案する考え方である。今後、団塊の世代の多くが介護を受けるとされる時代が近い将来必ず訪れる。市としては、企業経営に大きな影響を与えるであろうこの考え方を企業に対し浸透させるため、企業の従業員研修の一環として、市の労働講座を連携させてこの考えの浸透を推進する。このほか、勤労者住宅購入資金貸付の制度の見直しも検討する。
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